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コーポレートガバナンスに関する方針 

 

当社は、「確かな安心を、いつまでも」という経営理念をふまえ、次に掲げる基本的な考

え方に沿って、コーポレートガバナンスの高度化を実現します。 

 

（当社のコーポレートガバナンスに関する基本的な考え方） 

・ 当社は、お客さまの生涯にわたる保障を提供する生命保険会社の使命と、超長期にわ

たる生命保険契約の特性をふまえ、お客さまの保険金・給付金を確実にお支払いし、

お客さまに確かな安心と豊かさをお届けするために、相互会社としてコーポレートガ

バナンス態勢の高度化に取り組むことが経営上の最重要事項であると考えます 

・ 当社は、お客さま、従業員、地域社会等、さまざまなステークホルダーとの関わりが、

企業の持続的な発展に必要不可欠であると認識し、それぞれのステークホルダーとの

適切な関係の構築・強化に努めます 

・ 当社は、コーポレートガバナンスに関する取組みをさらに推進するため、コーポレー

トガバナンスに関する方針を策定し、かつ、常にこれを見直すことで、より良いコー

ポレートガバナンス態勢を構築し、会社の健全性を維持・確保しつつ、迅速・果断な

意思決定を通じた会社の持続的な成長および永続的な企業価値の向上をめざします 

 

Ⅰ．総論  

 

（お客さまを大切にする会社） 

１．当社は、相互会社の特性をふまえ、お客さま満足度の向上をめざし、「お客さまの声」

を、潜在的な声や間接的な声を含むさまざまな形で収集・分析するとともに、いただ

いたご意見等が経営に適切に反映されるよう努め、お客さまを大切にする会社に徹し

ます。 

 

（情報開示と透明性） 

２．当社は、法令に基づく開示を適切に行なうことに加え、会社の意思決定の透明性・公

正性を確保しコーポレートガバナンスの実効性を確保する観点から、お客さまをはじ

めとするステークホルダーにとって有用性が高いと考えられる経営情報等を積極的に

開示します。 

 

（内部統制等） 

３．当社は、内部統制システムの高度化がお客さまをはじめとするステークホルダーの信

頼を得るための重要な要素のひとつであると認識し、「グループ内部統制基本方針」を

定め、これを公表・実践するとともに、内部監査態勢の強化や、コンプライアンス態

勢およびリスク管理態勢の高度化に継続して取り組みます。 

 

Ⅱ．当社の経営管理態勢 
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（総代会） 

４．総代会は、社員の代表として選出された総代で構成される当社の最高意思決定機関で

あり、当社は、総代会を通じて社員の意思が適切に経営に反映されるよう努めます。 

 

（総代立候補制） 

５．当社は、総代立候補制を通じ、総代の選出プロセスの多様化に継続して取り組みます。 

 

（総代への情報提供） 

６．当社は、総代会において総代が適切な判断を行なうことに資すると考えられる情報に

ついては、必要に応じ適確に提供します。 

 

（指名委員会等設置会社） 

７．当社は、意思決定の迅速化と経営の効率化を図るための組織形態として指名委員会等

設置会社をとることを選択し、指名委員会、監査委員会および報酬委員会を設置し、

経営の監督機能と執行機能の分離を徹底し、法令上、取締役会付議を求められる事項

以外の業務執行を、原則として執行役に委任します。 

 

（社外取締役の構成） 

８．当社は、取締役の過半数（11名中 6名）を社外取締役とし、その人員構成の多様性に

留意するとともに、監督機能の実効性・継続性に配慮しつつ社外取締役の在任期間に

ついて原則 8 年を超えないこととし、取締役会全体としての経営監督機能のいっそう

の強化を図ります。 

 

（取締役会） 

９．取締役会は、当社の経営理念等の実現のため、その経営監督機能を発揮し、経営の基

本方針に関する事項等を決定するとともに、具体的な経営戦略や経営計画等の適切な

業務執行を支援するよう建設的な議論を行ないます。 

 

（取締役の役割） 

10.取締役は、会社に対して善管注意義務および忠実義務があることを認識し、ステークホ

ルダーとの適切な関係を維持・強化しつつ、その役割・責務を実効的に果たすために、

必要に応じて会社に情報の提供を求め、取締役会において議論を尽くし、もって経営

監督機能の実効性確保に努めます。 

 

（社外取締役の役割） 

11．社外取締役は、客観的かつ多様な立場から業務執行の適切性を監督しつつ、自らの知

見に基づき、会社の持続的な成長および永続的な企業価値の向上を促すよう助言を行

なうとともに、会社から独立した立場で、取締役会においてご契約者をはじめとする

ステークホルダーの意見等を適切に反映するように努めます。 
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（社外取締役会議） 

12．当社は、法令に基づき指名委員会、監査委員会および報酬委員会を設置するとともに、

社外取締役間、または社外取締役と取締役会長、執行役社長および関連する取締役・

執行役等との間で、経営上の重要事項等について意見交換を行なうための社外取締役

会議を設置します。 

 

（執行役の役割） 

13．執行役は、取締役会から委任された業務執行の範囲において、会社の健全性の維持・

確保、持続的な成長および永続的な企業価値の向上をめざすとともに、当社の将来の

経営を担う人財育成に努めます。 

 

（中期経営計画） 

14．当社は、中期経営計画の完遂に努め、計画の達成状況評価を取締役会に報告するとと

もに、計画が目標未遂に終わった場合には、その原因等を十分に分析したうえで次期

計画の策定に反映するとともに、社員（ご契約者）への説明に努めます。 

 

（取締役および執行役のトレーニング） 

15．取締役および執行役は、その期待される能力を発揮するための研鑽に努めるとともに、

会社は、取締役および執行役に対しその機会を適宜提供します。 

 

Ⅲ．ご契約者およびステークホルダーとの関わり 

 

（社員（ご契約者）と対話するための仕組み） 

16．当社は、総代会、総代報告会、お客さま懇談会等を通じ、社員（ご契約者）との対話

を促進し、良好かつ円滑な関係の構築に努めます。 

 

（ＣＳＲ） 

17.当社は、お客さまをはじめとするステークホルダーから信頼と共感を得ることが、社会

とともに企業が持続的に発展していくために必要不可欠であると認識し、「企業行動規

範」を策定・公表しそれを実践するとともに、地域社会のニーズに応える社会貢献活

動および環境保全活動に取り組みます。 

 


